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＊「広報いしおか」は、最寄りの公共施設、金融機関、市内コンビニエンスストア、石岡駅、高浜駅に置いてあります。

●石岡市の家計簿　　　　　　　　　　　P２

●チャイルドシートレンタル開始　　 　 P ６

●「ぼうさい いしおか」の
　　　　　　　運用を開始します　　　　P６

●３月 20日は地酒で乾杯しよう ! 　　　 P16

主な内容

● 市の木   し い　● 市の花   ゆ り　● 市の鳥   ひばり

　石岡市メールマガジンは、利用者が登録したパソ

コンや携帯電話などのメールアドレスあてに、市の

情報をお届けするサービスです。気象・防災に関す

る情報や、市民の生活に役立つ各種情報を配信しま

すので、ぜひご登録ください。
石岡市メールマガジン 検索

モバイル版
ＱＲコードを読み取れる携帯電話や
スマートフォンはこちらから▶

石
岡
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登
録
を

　春の訪れを感じる３月。県フラワーパークでは 250 本の河津桜が見頃を迎えます。河津桜
はソメイヨシノより桃色が濃く、早咲きの桜として一足先に春の香りを運んできてくれます。
７日から運行を始めた周遊車に乗って、園内の花々を楽しんでみてはいかがですか。

県フラワーパークの河津桜　
提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ



収 入 12 月末
予算現額

4 月～ 12 月
収入済額

予算に対
する割合 説　明

市税 97 億 2,126 75 億 7,828 78.0% 市民税や固定資産税など、私たちが市に納める税

地方譲与税 4 億　400 2 億 7,305 67.6% 国が徴収した国税のうち、一定の基準に基づき市に
配分される収入

地方消費税交付金 ８億　　　 ６億      95 75.1% 地方消費税のうち、基準に基づき市に交付される収
入

地方交付税 60 億 7,917 59 億 1,558 97.3% 市が一定の行政サービスを提供できるよう、国から
交付される収入

分担金・負担金 3 億 9,113 2 億 3,122 59.1% 事業実施に伴う受益者からの分担金や負担金などの
収入

使用料・手数料 2 億 6,246 1 億 8,728 71.4% 市の施設などを使用した場合の使用料や各種証明の
手数料などの収入

国庫支出金 51 億 6,210 23 億 1,023 44.8% 国から特定の事務事業のために交付される補助金や
委託金などの収入

県支出金 18 億 5,824 3 億 2,455 17.5% 県から特定の事務事業のために交付される補助金や
委託金などの収入

諸収入 6 億 9,489 3 億 5,836 51.6% 市預金利子や貸付金元利収入、雑入などの収入

市債 37 億 6,200 0 0.0% 公共施設の整備などに充てるための借入金

その他 30 億 3,290 18 億 4,930 61.0% ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、地方
特例交付金など

合計 321 億 6,815 196 億 2,880 61.0%

※【予算に対する割合について】
　国・県支出金などは、定期的に収入があるものもありますが、多くは事業完了後の収入となるため、現時点での収入
割合は低くなっています。市債については、事業完了後に借り入れるため、現時点では未収入となっています。

（単位：万円）

　市では、私たちが納めた税金や、国からの補助金などが
どのくらい入り、どのように使われているかという、いわ
ば市の家計簿ともいうべき財政事情書を年２回（２月・８
月）公表しています。
　今回は、平成 26 年 12 月 31 日現在の財政状況をお知ら
せします。

※

平成 27 年２月１日告示第 16 号 財政事情書から

家計簿

平成 27 年２月１日告示第 16 号 財政事情書から

家計簿家計簿
石岡市の

広報いしおか３月15日号  №２２７　　２



※収入が支出を上回っている状況のため、年度内の資金不足を補う
一時借入金については、現在のところ借り入れを行っていません。

一般会計の執行状況
予算現額 321 億 6,815 万円

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
２
８
９
億
円
で
し

た
が
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
額
25
億
２
７
２
４
万
円
、
補
正
予

算
額
７
億
４
０
９
１
万
円
を
加
え
て
、
12
月
末
の
予
算
現
額
は

３
２
１
億
６
８
１
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
12
月
末
ま
で
の
収
入

済
額
は
１
９
６
億
２
８
８
０
万
円
（
予
算
額
に
対
す
る
収
入
割
合
は

61
・
０
％
）、
支
出
済
額
は
１
５
８
億
２
６
９
８
万
円
（
予
算
額
に

対
す
る
支
出
割
合
は
49
・
２
％
）
で
す
。

12 月末
予算現額

4 月～ 12 月
支出済額

予算に対
する割合 説　明

議会費 2 億 8,201 2 億 2,851 81.0% 市議会議員の報酬や議会運営にかかる経費

総務費 27 億 7,206 17 億 8,023 64.2% 市役所の庁舎管理や市税の賦課徴収、選挙などにか
かる経費

民生費 101 億 2,941 57 億 7,812 57.0% 福祉（障がい者、高齢者、児童など）事業や生活保
護などにかかる経費

衛生費 19 億 8,058 11 億 8,324 59.7% 医療や環境対策、ごみ処理などにかかる経費

農林水産業費 12 億 5,018 ４億 9,803 39.8% 農林水産業の振興や農道、林道の整備などにかかる
経費

商工費 6 億　305 4 億 9,596 82.2% 商工業の振興や観光施設の管理運営などにかかる経
費

土木費 61 億 9,587 10 億 7,867 17.4% 道路や公園、市営住宅の建設や維持管理などにかか
る経費

消防費 19 億 4,828 10 億 1,849 52.3% 消防、防災や救急活動、消防団などにかかる経費

教育費 37 億 5,951 23 億 5,858 62.7% 小中学校や幼稚園、公民館、図書館、文化振興など
にかかる経費

公債費 30 億 7,549 13 億 8,311 45.0% 市債（借入金）の返済にかかる経費

その他 1 億 7,171 2,404 14.0% 労働費、災害復旧費、諸支出金、予備費

合計 321 億 6,815 158 億 2,698 49.2%

※【予算に対する割合について】
　土木費などは、工事などの契約をすでにしていても、支払いは事業完了後になるため、支出済額としては低い状況と
なっています。また、民生費、農林水産業費、土木費など特別会計への繰出金が含まれている費目についても、特別会
計の収支状況を勘案して年度末に繰出金を支出するため、現時点では支出の割合が低くなっています。

（単位：万円）

石岡市の家計簿

※

平
成
26
年
度
　

一
般 

会
計
予
算  

収
入
と
支
出
の
状
況

支 出

収入

支出

20% 100%80%60%40%0

収入済額
196億 2,880 万円（61.0%）

支出済額
158 億 2,698 万円（49.2%）

３　　広報いしおか３月１５日号  №２２７



水 12 月末
予算現額

12 月末
収入済額・支出済額

予算に
対する割合

収益的収入および支出
収入 5 億 4,846 3 億 3,857 61.7%

支出 5 億 1,161 2 億 1,152 41.3%

資本的収入および支出
収入 ２億 8,570 ０ 0.0%

支出 ４億 6,590 1 億 3,598 29.2%

（単位：万円）

平
成
26
年
度
　

特 

別 

会
計
予
算  

収
入
と
支
出
の
状
況

　

特
別
会
計
は
、
使
用
料
や
保
険
料
な
ど
特
定
の
収
入
で
、
特

定
の
事
業
を
行
う
場
合
な
ど
に
設
け
る
会
計
で
す
。
石
岡
市
に

は
現
在
、
水
道
事
業
を
含
め
10
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
全
体
の
当
初
予
算
額
（
水
道
事
業
会
計
を
除
い
た

額
）
は
１
９
６
億
８
２
３
９
万
円
で
し
た
が
、
前
年
度
か
ら
の

繰
越
額
１
億
１
６
９
３
万
円
、
補
正
予
算
額
２
億
１
１
０
万
円

を
加
え
て
、
12
月
末
予
算
現
額
は
２
０
０
億
４
２
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
12
月
末
ま
で
の
収
入
済
額
は
９
８
億
２
３
０
４
万

円
（
予
算
に
対
す
る
収
入
割
合
は
49
・
１
％
）、
支
出
済
額
は

１
２
０
億
６
８
７
０
万
円
（
予
算
に
対
す
る
支
出
割
合
は
60
・

３
％
）
で
す
。

※
水
道
事
業
は
、
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る
企
業
会
計
に
な
っ
て

い
ま
す
。

12 月末
予算現額

4 月～ 12 月
収入済額

予算に
対する割合

4 月～ 12 月
支出済額

予算に
対する割合

国民健康保険 92 億 8,210 52 億 6,243 56.7% 58 億 9,545 63.5%

簡易水道事業 ５億 6,984 1,925 3.4% 2 億 2,401 39.3%

下水道事業 24 億    830 ４億 2,607 17.7% 11 億 3,802 47.3%

駐車場 2,040 1,738 85.2% 287 14.1%

農業集落排水事業 ３億    812 3,292 10.7% １億 5,710 51.0%

霊園事業 1,540 2,033 132.0% 468 30.4%

介護保険 63 億 9,078 35 億 2,745 55.2% 41 億    285 64.2%

介護サービス事業 2 億 9,218 1 億 5,722 53.8% 2 億    882 71.5%

後期高齢者医療 ７億 1,330 3 億 5,999 50.5% 3 億 3,490 47.0%

合計 200 億      42 98 億 2,304 49.1% 120 億 6,870 60.3%

（単位：万円）

市
税
負
担
の
状
況 

市民 1 人当たり 1 世帯当たり

124,279 円 321,768 円

  96,883 円 250,837 円

上段：予算現額　

下段：収入済額
人口      78,221 人           
世帯数   30,212 世帯

（平成 26 年 12 月 31 日現在）

（12 月末現在の予算額）

（12 月末までの収入額）

※一般会計からの繰り入れや、市債の借り入れなどの収入については、年度末に収入があるため、現時点では支出が収入
を上回っています。しかし、一般会計を含めた全会計では収入が支出を上回っているため、一時借り入れを行っていません。

※資本的収入については、年度末に一般会計からの繰り入れを行うため、現時点では収入済額が
低くなっています。

特 別 会 計

水 道 事 業

広報いしおか３月15日号  №２２７　　４



◆
財
産
と
は
　
　

　

財
産
と
は
、
家
計
に
例
え
る
と
、
貯
金
や
持
ち
家
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
・
建
物
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
市
役
所
庁
舎
・
小
中
学
校
・
公
民
館
な
ど
の
施
設
や

そ
の
敷
地
な
ど
で
す
。

　

基
金
は
、
将
来
の
た
め
に
蓄
え
て
お
く
預
貯
金
の
こ

と
で
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
崩
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て
財
政
調

整
基
金
（
約
27
億
円
）
や
減
債
基
金
（
約

10
億
円
）、
駅
周
辺
整
備
基
金
（
約
13
億

円
）、
庁
舎
整
備
基
金
（
約
20
億
円
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

土地 204 万 2,751.90 平方㍍

建物 28 万 663.71 平方㍍

基金 112 億 4,928 万円

有価証券・
  出資金など 3 億 9,146 万円

財
産
（
12
月
31
日
現
在
）
市
が
所
有
し
て
い
る
資
産

◆
市
債
と
は
　
　

　

市
債
と
は
、
家
計
に
例
え
る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の

長
期
借
入
金
と
同
じ
で
す
。

　

主
に
道
路
の
整
備
や
学
校
の
建
設
な
ど
大
型
施
設
を
建

設
・
整
備
す
る
と
き
に
利
用
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
産
は
、

建
設
費
用
は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
数
十
年
に
わ
た
り
世

代
を
超
え
て
長
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
費
用
に
つ
い
て
も
建
設
時
の
市
民
の
皆
さ
ん
だ
け

に
負
担
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
資
産
を
使
う
次
の
世

代
に
も
公
平
に
負
担
し
て
も
ら
う
意
味
で
借
り
入
れ
し
、

長
期
間
に
わ
た
っ
て
返
済
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
12
月
31
日
現
在
の
市
債
残
高
は
約
４
９
６
億
円

で
、
昨
年
12
月
末
よ
り
４
億
円
ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
。

市
債
（
12
月
31
日
現
在
）
市
が
借
り
て
い
る
お
金

■ 

問
い
合
わ
せ

　

財
政
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
２
３
４
）

  昨年 11 月に移転した陣屋門

昨年７月に完成した市役所仮設庁舎本館

石岡市の家計簿

会 計 名 市 債 額

一般 279 億 9,282 万円

簡易水道事業 ３億 8,510 万円

下水道事業 168 億 6,721 万円

農業集落排水事業 26 億 8,339 万円

介護サービス事業 1,100 万円

水道事業 17 億　138 万円

合計 496 億 4,090 万円

５　　広報いしおか３月１５日号  №２２７



　

平
成
24
年
度
か
ら
３
年
計
画
で

行
っ
て
き
た
石
岡
地
域
の
防
災
行
政

無
線
の
整
備
が
完
了
し
、
４
月
１
日

か
ら
「
ぼ
う
さ
い
い
し
お
か
」
の
運

用
を
開
始
し
ま
す
。

　

市
役
所
と
消
防
本
部
に
設
置
す
る

親
局
（
無
線
局
）
か
ら
発
信
す
る
情

報
を
学
校
や
避
難
所
、
公
民
館
な
ど

１
１
１
か
所
に
設
置
し
た
屋
外
拡
声

ス
ピ
ー
カ
ー
と
戸
別
受
信
機
か
ら
放

送
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

す
で
に
整
備
済
み
の
八
郷
地
区
の

防
災
行
政
無
線「
ぼ
う
さ
い
や
さ
と
」

と
連
動
し
て
、
市
内
一
斉
に
情
報
を

伝
達
し
ま
す
。

　
「
ぼ
う
さ
い
い
し
お
か
」
か
ら
の

放
送
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
放
送

内
容
は
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
確
認

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
今
月
号
折
り

込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

安全

くらし
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
６
歳
未
満

の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

貸
出
期
間　

[

乳
児
用]  

１
年
以
内

　
　
　
　
　

[

幼
児
用]  

２
年
以
内

貸
出
基
準
・
条
件

1
普
通
免
許
が
あ
る
人

2
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
で
き

る
車
を
持
っ
て
い
る
人 あ

な
た
の
子
育
て
応
援
し
ま
す

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
レ
ン
タ
ル
開
始

防災

安全

　

４
月
１
日
か
ら
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い

る
人
へ
無
償
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　

こ
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
も

の
を
譲
り
受
け
た
リ
サ
イ
ク
ル
品
で
す
。

3
借
り
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着

用
し
、
乳
幼
児
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と

4
故
意
に
損
傷
し
た
り
、
汚
損
し
た

り
し
な
い
こ
と

5
故
障
や
異
常
が
疑
わ
れ
る
時
は
直

ち
に
使
用
を
中
止
し
、
そ
の
旨
を
届

け
出
る
こ
と

☝ 

譲
っ
て
く
だ
さ
い

　

使
用
し
な
く
な
っ
た
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
譲
っ
て
く

だ
さ
い
。
目
立
っ
た
汚
れ
が

な
く
、
可
動
部
分
や
ベ
ル
ト

な
ど
が
正
常
で
、
再
利
用
が

可
能
な
も
の
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
２
９
）

４
月
１
日
か
ら　

 「
ぼ
う
さ
い
い
し
お
か
」

　
　
　
　
　の

運
用
が
始
ま
り
ま
す

放送内容
■ 定時放送
毎日午後５時にミュージックチャイム「夕焼け小焼け」を放送
■ 臨時放送

《有事情報》
国民保護情報　　・武力攻撃など

《災害情報》
①自然災害情報　・地震（震度５弱以上）・気象警報など
②火災情報　　　 ・大規模火災・建物火災（消防サイレン時）
③重大事故情報　・航空災害・原子力災害など
④避難情報　　　 ・避難準備・避難勧告など

《行政情報》
①緊急情報　　　・行方不明・凶悪犯罪・不審者・ ライフライン          
                             （急を要するもの）・大気（PM2.5、光化学スモッグ）
②その他　　　　・市長が認めたもの
※市ホームページやメールマガジンでも同時配信します。

■問い合わせ
防災対策課 ☎ 23-1111
　　　　　　（内線 258）
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11
月
18
日
に
開
催
し
た
区
長
会
主

催
の
行
政
懇
談
会
の
概
要
を
掲
載
し

ま
す
。

都
市
計
画
道
路

　駅
東
ノ
辻

線
の
建
設
に
つ
い
て

　

駅
・
東
ノ
辻
線
は
、
整
備
延
長

１
２
０
０
ｍ
、
道
路
幅
員
17
ｍ
の
計

画
で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
一

部
通
行
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
平

成
26
年
度
は
県
道
石
岡
筑
西
線
側
、

４
８
０
ｍ
区
間
の
用
地
買
収
と
、
流

末
排
水
路
の
整
備
工
事
を
行
い
、
順

次
、整
備
を
進
め
て
行
く
予
定
で
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
る
豊
か

な
自
然
と
貴
重
な
文
化
財
を

再
発
見
す
る
観
光
地
を
目
指

し
た
地
域
づ
く
り

　

現
在
、
県
で
つ
く
ば
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
と
霞
ヶ
浦
の
自
転
車
道
を
つ

な
ぎ
、
日
本
一
の
延
長
を
持
つ
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て
整
備
す
る

計
画
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
石
岡
市
の
筑
波
山
系
の
山

並
み
か
ら
霞
ケ
浦
ま
で
続
く
景
観
と

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
道
は
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
愛
好
者
に
は
魅
力
的
で
、

足
を
鍛
え
る
場
と
し
て
も
最
適
と
の

声
を
聞
い
て
い
ま
す
。
県
が
進
め
る

広
域
的
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
計

画
と
の
関
連
性
を
持
た
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
マ
ッ
プ
作
り
は
、

地
域
の
取
り
組
み
と
連
携
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
開
発
に
お
け
る
地
元
民

と
の
契
約
（
話
し
合
い
）
の

先
行

　

市
で
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

開
発
許
可
申
請
が
必
要
と
な
る
大
規

模
開
発
は
、
後
日
紛
争
に
な
ら
な
い

よ
う
、
申
請
時
に
近
隣
の
住
民
と
の

調
整
に
努
め
る
よ
う
、
指
導
要
綱
に

基
づ
き
指
導
し
て
い
ま
す
。
法
的
な

強
い
強
制
力
を
持
つ
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
も
近
隣
住
民
の
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
主
に
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

街
路
灯
の
設
置
に
つ
い
て

　

要
望
の
箇
所
は
、
柏
原
工
業
団
地

か
ら
北
小
学
校
方
面
に
向
か
う
道
路

で
、
府
中
中
学
校
の
通
学
路
と
な
っ

て
い
ま
す
。
道
路
照
明
の
設
置
が
無

く
、ま
た
一
部
に
山
林
が
あ
る
た
め
、

周
辺
が
薄
暗
く
な
っ
て
い
る
所
が
あ

り
ま
す
。

　

通
学
路
の
安
全
の
た
め
に
、
照
明

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
根
当
区
で
、

土
浦
土
木
事
務
所
に
道
路
照
明
の
設

置
を
要
望
さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
か

ら
も
道
路
管
理
者
で
あ
る
土
浦
土
木

事
務
所
に
状
況
な
ど
を
説
明
し
、
設

置
を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

青
少
年
を
育
て
る
石
岡
市
民

の
会
に
つ
い
て

　
「
青
少
年
を
育
て
る
石
岡
市
民
の

会
」
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の

推
進
を
市
民
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て

展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ

の
活
動
に
賛
同
す
る
人
た
ち
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
部
活
動
の
例
と
し
て
、
小
中
学

校
で
の
「
あ
い
さ
つ
声
か
け
運
動
」

や
「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
な
ど
を
実

施
。
地
域
活
動
と
し
て
「
歩
く
会
」

や
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
い
な

が
ら
清
掃
活
動
や
文
化
祭
な
ど
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
そ
れ
ら
の
活
動
は
各
支
部

で
発
刊
し
て
い
る
「
会
報
誌
」
な
ど

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
育
て
る
会
の
活
動
の
目

的
や
内
容
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
す
る

こ
と
で
、
会
員
数
の
増
加
と
支
部
の

運
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

小
幡
地
区
公
民
館
の
新
築

　

公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
集
会
の

場
、
交
流
の
場
、
学
習
活
動
の
場
で

あ
り
、
地
域
連
帯
の
拠
点
と
し
て
重

要
な
施
設
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
全
体
の
公
民
館
の

在
り
方
を
社
会
教
育
委
員
会
な
ど
で

議
論
し
、
小
幡
地
区
公
民
館
を
今
の

ま
ま
建
て
替
え
る
の
か
、
整
理
統
合

し
て
建
て
替
え
る
の
か
を
、
今
後
策

定
さ
れ
ま
す
公
共
施
設
再
配
置
計
画

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル

　

耕
作
放
棄
地
や
空
き
家
の
問
題

は
、
市
街
地
、
農
村
部
と
も
に
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
定

住
人
口
の
増
加
、
里
山
の
保
全
活

用
、観
光
の
振
興
な
ど
を
図
る
上
で
、

ネ
ッ
ク
と
な
る
問
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
や
空
き
家
対
策
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
知
恵
と
力
が
必
要

で
す
。
他
自
治
体
の
事
例
や
国
の
動

向
を
見
て
、
様
々
な
事
業
や
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
、
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

道
路
の
新
設
に
つ
い
て

　

根
小
屋
地
区
（
市
道
Ｂ
１
４
８
１

号
線
）
か
ら
市
道
飯
塚
山
崎
線
（
市

道
Ｂ
１
１
２
号
線
）
を
結
ぶ
道
路
新

設
は
、
交
差
点
改
良
や
家
屋
の
移
転

補
償
な
ど
膨
大
な
費
用
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
土
地
の
高
低
差
も

あ
り
事
業
費
の
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
美
野
里
八
郷
線
な

ど
合
併
特
例
債
に
よ
る
道
路
整
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
の
整

備
状
況
を
見
極
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
の
月
岡
地

内
交
差
点
の
改
善
に
つ
い
て

　

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
「
月
岡
地
内
交

差
点
」
は
、
朝
夕
の
時
間
帯
の
交
通

量
が
多
く
、
右
折
で
き
ず
に
後
続
車

が
渋
滞
す
る
状
況
で
す
。
交
通
渋
滞

の
改
善
が
図
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　　

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

　

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

懇談会

市　政

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　行
政
懇
談
会
を
開
催
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石
岡
ぐ
る
り
ん
運
行
開
始

▼
石
岡
駅
発
、

市
内
の
各
観
光

施
設
を
め
ぐ
る

「
石
岡
ぐ
る
り

ん
」
の
運
行
が

開
始
し
ま
す
。

運
行
期
間
／
４

月
～
６
月
の
土
・
日
・
祝
日

利
用
料
／
１
０
０
０
円
（
１
日
乗
り

放
題
）

停
車
施
設
／
常
陸
風
土
記
の
丘
・
県

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
・
朝
日
里
山
学
校
・

ゆ
り
の
郷

■
問
い
合
わ
せ

2
商
工
観
光
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
４
）

花
ま
つ
り
・
び
っ
く
り
市

▼
演
歌
歌
手
の
笛
吹
も
も
香
さ
ん
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
も
お
楽
し
み
に
。

日
時
／
４
月
８
日
（
水
）
午
前
９
時

～
午
後
５
時

場
所
／
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

※
出
店
を
希
望
す
る
人
は
３
月
31
日

（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

国
分
町
商
店
会
会
長
（
浅
田
）

☎
２
２
・
２
０
８
３

桜
祭
り

▼
桜
満
開
の
中
庭
で
Ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ

Ｎ
ｕ
ｊ
ｉ
ｅ
ｒ
に
よ
る
シ
ャ
ン
ソ
ン

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
模

擬
店
や
野の

だ
て点
も
あ
り
ま
す
。

日
時
／
４
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時

場
所
／
豊
後
荘
病
院
外
来
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

豊
後
荘
病
院

☎
４
４
・３
２
１
１
（
内
線
８
６
１
１
）

せ
ん
げ
ん
山
ハ
イ
キ
ン
グ

▼
朝
日
里
山
学
校
の
近
く
に
あ
る
せ

ん
げ
ん
山
（
標
高

３
４
４
ｍ
）
で
森

林
浴
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時
／
４
月
18
日
（
土
）
午
前
９
時

集
合

場
所
／
朝
日
里
山
学
校

参
加
費
／
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
な

ど
）

定
員
／
30
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

朝
日
里
山
学
校

☎
５
１
・
３
１
１
７

県
ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者
募
集

▼
県
障
害
福
祉
課
で
は
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
県
民
の
心
身
障

が
い
児
者
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時

か
ら

※
水
泳
は
６
月
６
日
（
土
）

場
所
／
笠
松
運
動
公
園
ほ
か

申
込
方
法
／
直
接
申
し
込
み

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
７
）

救
急
救
命
講
習
会

受
講
者
募
集

▼
消
防
署
で
は
尊
い
命
を
救
う
た
め

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な

ど
、
救
急
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
を
対
象

と
し
た
応
急
処
置
な
ど
も
学
べ
ま

す
。
職
場
や
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
は
無
料
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
消
防
署
救
急
係

☎
２
３
・
０
１
１
９

八
郷
消
防
署
救
急
係

☎
４
３
・
６
４
９
１

イ

ベ

ン

ト

募

集

1石岡市役所
　☎ 23‐1111

2八郷総合支所
　☎ 43‐1111

石岡消防署
　☎ 23‐0119

八郷消防署
　☎ 43‐6491

火災情報
　☎ 24‐1818

テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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警
察
官
採
用
試
験

▼
警
察
署
で
は
採
用
説
明
会
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
試
験
区
分
は
Ａ
と

Ｂ
の
２
種
類
で
す
。
試
験
日
は
同
日

で
す
。

試
験
日
／
５
月
10
日
（
日
）

申
込
締
切
／
４
月
14
日
（
火
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し
込

み
は
４
月
13
日
（
月
）
午
後
５
時
ま

で
で
す
。

試
験
区
分
Ａ

受
験
資
格
／
昭
和
61
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
人
、

ま
た
は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人

試
験
区
分
Ｂ

受
験
資
格
／
昭
和
60
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
Ａ
に
該
当
し
な
い
人

※
10
月
１
日
か
ら
勤
務
可
能
な
人
に

限
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
警
察
署
で
配
布
し
て
い

る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
警
察
署
警
務
課

☎
２
８
・
０
１
１
０

平
成
27
年

労
働
基
準
監
督
官
を
募
集

一
次
試
験
日
／
６
月
７
日
（
日
）

申
込
期
間
／
４
月
１
日
（
水
）
午
前

９
時
～
13
日
（
月
）
受
信
有
効

申
込
方
法
／
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
h

ttp
://w

w
w

.jin
ji-sh

iken
.

go.jp/juken.htm
l

■
問
い
合
わ
せ

茨
城
労
働
局 
総
務
課

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
６
２
１
１

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

▼
県
内
２
か
所
で
体
験
談
と
説
明
会

を
行
い
ま
す
。事
前
申
し
込
み
不
要
。

水
戸
市

日
時
／
４
月
12
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
水
戸
内
原
２

階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

つ
く
ば
市

日
時
／
４
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局

☎
０
３
・
５
２
２
６
・
９
８
１
３

中
国
語
講
座

▼
中
国
語
を
マ
ス
タ
ー
し
て
２
０
２
０

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
役
立
て
て
み
ま

せ
ん
か
？

日
時
／
毎
週
水
曜

日　

午
後
６
時
40

分
～
８
時
40
分

※
４
月
８
日
（
水
）

か
ら
３
か
月
（
全
10
回
）
の
予
定
で

開
講

場
所
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師
／
高
建
華
先
生

受
講
費
／
１
万
円
（
全
10
回
）

※
他
に
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
０
円
な
ど

定
員
／
20
人
程
度

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
日
中
友
好
協
会
（
田
口
）

☎
５
９
・
５
５
７
６

「
集
団
的
自
衛
権
」
は
日
本
人
を

守
れ
る
か　

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
現
場
か
ら

▼
紛
争
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
実
態
、安
全
を
確
保
す
る
方
策
、

軍
隊
の
関
与
が
ど
の
よ
う
な
事
態
を

招
く
か
な
ど
の
報
告
か
ら
集
団
的
自

衛
権
を
考
え
る
講
演
会
で
す
。
予
約

不
要
で
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
時
／
３
月
28
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
～
４
時

場
所
／
ワ
ー
ク
ヒ
ル
土
浦
（
土
浦
市

木
田
余
東
台
４
丁
目
１
‐
１
）

講
師
／
谷
山
博
史
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
代

表
）

■
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
弁
護
士
会

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
３
５
０
１

在
職
者
訓
練
講
座

▼
第
二
種
電
気
工
事
士
の
受
験
対
策

を
行
い
ま
す
。

日
時
／
５
月
８
日（
金
）・
11
日（
月
）・

15
日（
金
）・
18
日（
月
）・
22
日（
金
）・

25
日
（
月
）　

午
後
６
時
～
９
時

申
込
期
間
／
３
月
16
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
６
日（
月
）

受
講
料
／
２
９
８
０
円

定
員
／
25
人
（
抽
選
）

申
込
方
法
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
９
・
８
４
１
・
３
５
５
１

講

座
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３
月
31
日
が
有
効
期
限
の

マ
ル
福
受
給
者
証
を
更
新

▼
現
在
、
小
学
３
年

生
で
誕
生
月
が
８
月

（
平
成
17
年
９
月
１
日

生
ま
れ
の
人
を
含
む
）

ま
で
の
「　

  

医
療
福
祉
費
受
給
者
証
」

と
小
学
校
６
年
生
の
「　

  

医
療
福
祉

費
受
給
者
証
」
ま
た
は
「
石
岡
市
医
療

福
祉
費
受
給
者
証
」
が
３
月
31
日
（
火
）

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
４
月
１
日

（
水
）
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
受
給
者
証
は
３
月
下
旬
に

対
象
者
に
発
送
し
ま
す
。
現
在
小
児

マ
ル
福
は
中
学
３
年
生
ま
で
が
対
象

で
す
。「　

  

医
療
福
祉
受
給
者
証
」

は
申
請
に
よ
り
交
付
す
る
た
め
、
受

給
者
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
保
険
年
金
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

小
中
学
生
へ
の
就
学
援
助
制
度

▼
市
立
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
生

徒
の
学
用
品
費
な
ど
が
経
済
的
理
由

で
支
払
い
困
難
な
場
合
、
そ
の
一
部

を
援
助
し
ま
す
。

対
象
世
帯
／

生
活
保
護
世
帯
に

準
ず
る
世
帯
・
疾

病
、
け
が
、
事
故
な
ど
で
経
済
的
に

困
っ
て
い
て
学
用
品
費
な
ど
の
支
払

い
が
困
難
な
世
帯

対
象
費
用
／
学
用
品
費
・
給
食
費
・

修
学
旅
行
費
・
校
外
活
動
費
な
ど

申
請
方
法
／
通
学
し
て
い
る
学
校
に

相
談
の
上
、
学
校
を
通
し
て
申
請

※
認
定
は
、
教
育
委
員
会
が
所
得
な

ど
を
調
査
の
上
、
担
当
地
区
の
民
生

委
員
や
学
校
の
意
見
を
参
考
に
判
断

し
ま
す
。
民
生
委
員
が
家
庭
を
訪
問

し
て
生
活
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

2
教
育
総
務
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
２
５
４
）

紙
お
む
つ
購
入
助
成
金

▼
寝
た
き
り
の
高
齢
者
に
紙
お
む
つ

を
購
入
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
今
回
は
平
成
27
年
１
～
３
月

分
と
合
わ
せ
、
平
成
26
年
４
月
～
12

月
購
入
分
も
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
者
／
市
内
在
住
で
自
宅
で
生
活

し
、
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
、
介

護
保
険
で
要
介
護
１
か
ら
５
に
認
定

さ
れ
て
い
る
人
、
か
つ
非
課
税
世
帯
の

人※
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス

で
生
活
し
て
い
る
人
も
該
当
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
商
品
／
紙
お
む
つ
・
尿
と
り

パ
ッ
ド
・
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

助
成
金
額
／
３
２
０
０
円（
１
か
月
）

申
請
方
法
／
①
購
入
し
た
品
目
が
記

載
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
・
領
収
書
②
対

象
者
ま
た
は
介
護
者
の
振
込
先
口
座

番
号
の
分
か
る
も
の
③
認
め
印

申
請
締
切
／
４
月
10
日
（
金
）

※
平
成
26
年
度
分
の
最
終
締
め
切
り

で
す
。
以
降
の
申
請
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

東
日
本
大
震
災  

被
災
者
生
活
再

建
支
援
金
が
申
請
期
間
延
長

▼
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
は
、

被
災
時
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
世

帯
に
支
援
金
を
支
給
し
、
生
活
の
再

建
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
申
請
期

間
が
、
県
内
の
全
市
町
村
を
対
象
に

12
か
月
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
／
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
全
壊

ま
た
は
大
規
模
半
壊
の
被
害
を
受
け

た
世
帯

※
半
壊
や
一
部
損
壊
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切
／
平
成
28
年
４
月
10
日

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

市
営
駐
輪
場
の
利
用
方
法

▼
石
岡
駅
周
辺
の
市
営
駐
輪
場
は
登

録
制
で
す
。新
た
に
駐
輪
場
を
利
用
・

更
新
す
る
場
合
は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

駐
輪
場
／

①
第
一
駐
輪
場
（
石
岡
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
パ
ー
ク
駐
車
場
隣
り
）

②
第
二
駐
輪
場
（
石
岡
駅
前
交
番
先
・

石
岡
郵
便
局
前
）

③
駅
東
口
駐
輪
場
（
石
岡
市
営
駅
東

駐
車
場
隣
り
）

申
込
方
法
／
直
接
申
し
込
み

※
自
転
車
の
防
犯
登
録
番
号
を
控
え

て
来
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
代

理
の
人
で
も
可
能
で
す
。

　

登
録
は
盗
難
の
防
止
を
保
証
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
有
者
の

責
任
で
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
９
）

お

知

ら

せ

福

福

福
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県
民
交
通
災
害
共
済
加
入

　
　
　
　
　

受
け
付
け
中

申
込
期
間
／
随
時

共
済
期
間
／
４
月
１

日
（
水
）
～
平
成
28

年
３
月
31
日
（
木
）

※
途
中
加
入
の
場
合
は
申
し
込
み
の

翌
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。

年
会
費
／
大
人
９
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下
５
０
０
円

※
恋
瀬
出
張
所
、
園
部
出
張
所
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
９
）

2
市
民
窓
口
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
１
１
）

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助

▼
浄
化
槽
整
備
区
域
で
一
般
住
宅
に

高
度
処
理
型
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す

る
際
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

補
助
額
／

Ｎ
型
５
人
槽

新
築
・
53
万
３
０
０
０
円

転
換
・
64
万
５
０
０
０
円

Ｎ
型
７
人
槽

新
築
・
64
万
４
０
０
０
円

転
換
・
77
万
２
０
０
０
円

Ｎ
型
10
人
槽

新
築
・
78
万
７
０
０
０
円

転
換
・
95
万
９
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

2
下
水
道
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
６
）

難
病
患
者
福
祉
見
舞
金
の

申
請
締
め
切
り
間
近

▼
難
病
患
者
福
祉
見
舞
金
の
手
続
き

が
済
ん
で
い
な
い
人
は
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
平
成
26
年
10
月
１
日
時
点
で

市
内
在
住
の
難
病
患
者

見
舞
金
額
／
年
額
３
万
円

申
請
締
切
／
３
月
31
日
（
火
）

※
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
８
３
）

フ
レ
ッ
シ
ュ
求
人
情
報

▼
市
で
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し

て
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
求
人
情
報
」
の
日

版
・
週
版
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
近
隣
市
町
村
の
求
人
情

報
が
職
種
別
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
経
済
部 

石
岡
事
務
所

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
８
２
）

不
動
産
無
料
相
談
会

▼
不
動
産
鑑
定
士
が
不
動
産
の
価
格

な
ど
の
相
談
に
無
料
で
お
答
え
し
ま

す
。
事
前
申
し
込
み
不
要
。

日
時
／
４
月
７
日
（
火
）
午
前
９
時

30
分
～
正
午

場
所
／
土
浦
市
民
会
館

■
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
２
９
・
２
４
６
・
１
２
２
２

無
料
税
務
相
談

▼
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
で
す
。

事
前
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

日
時
／
４
月
７
日（
火
）・
14
日（
火
）・

21
日
（
火
）、
５
月
７
日
（
木
）・
12

日
（
火
）・
19
日
（
火
）、
６
月
２
日

（
火
）・
９
日
（
火
）・
17
日
（
水
）

場
所
／
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支

部
税
務
相
談
所
（
土
浦
市
東
真
鍋
町

２
‐
５
）

受
付
時
間
／
平
日
午
前
10
時
～
午
後

２
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部

☎
０
２
９
・
８
２
４
・
５
０
５
５

身
近
な
法
的
ト
ラ
ブ
ル
は

「
法
テ
ラ
ス
」
へ

▼
民
事
問
題
な
ど

で
、
ど
こ
に
相
談
す

れ
ば
よ
い
の
か
困
っ

た
と
き
「
法
テ
ラ
ス
」
で
は
法
的
ト

ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
の
情
報
を

無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
内
容
に
応
じ
て
、
法
制

度
や
相
談
機
関
・
団
体
な
ど
の
紹
介

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
事
裁

判
の
費
用
で
困
っ
て
い
る
人
に
は
、

費
用
を
一
時
立
て
替
え
る
「
法
律
扶

助
」
制
度
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間
／

平
日　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０お

な

や

み

な

し

７
８
３
７
４

■
問
い
合
わ
せ　

法
テ
ラ
ス
茨
城

☎
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
３
９
０

相

談

１１　広報いしおか３月１５日号  №２２７

広　告　掲　載　欄



入札

しごと

■ 問い合わせ　契約検査課　☎23 ‒1111（内線263）
　　　　　　　  水道課   　　 ☎ 43 ‒1118

■ 落札金額について
希）希望価格（「くじの採用」） 
予）予定価格　落）落札価格

事　業　名
（事業場所）

落札金額
（単位：万円） 請負業者

【入札日】　契約検査課・1月 22 日

26国補公下石岡第1中
継ポンプ場長寿命化第
1号工事（国府七丁目）

（希）7,320
（予）7,173
（落）   6,870

昱㈱茨城支
店

26単・東大橋地区道路
排水整備工事（東大橋）

（希）5,810
（予）5,740
（落）5,500

平成建設㈱

26 単・市道 B101 号線
－ 6道路舗装工事（鯨
岡）

（希）1,244
（予）1,214
（落）1,180

㈱進貢

26 単・市道 B101 号線
－ 5道路舗装工事（鯨
岡）

（希）1,058
（予）1,042
（落）1,000

九島産業㈱

26 身近なみどり整備推
進事業森林整備業務委
託（部原）

（予）277
（落）265 ㈲石田木材

26市営住宅受水槽清掃
業務委託（池の台ほか）

（予）64
（落）63

㈲磯設備工
業

26 白衣・靴用殺菌庫オ
ゾンユニット交換修理
業務（石岡学校給食セ
ンター）

（予）222
（落）210

日本調理機㈱
茨城営業所

26 石岡市燃えるごみ専
用袋（中）購入（第 3
回目）

（予）133.575
（落）115.635

戸田産業㈱
石岡営業所

【入札日】　契約検査課・２月 16 日

26 単・市道 B101 号線
－ 7道路舗装工事（鯨
岡）

（希）1,614
（予）1,557
（落）1,515

市村土建㈱

26市道 B7557 号線（上
林・上曽線）舗装工事
1工区（柿岡）

（希）881
（予）843
（落）836

㈲路川工務
店

26単林中戸線1号箇所
災害復旧工事（10．6
台風 18号）（中戸）

（希）605
（予）580
（落）573

㈱よしみ

26 単・市道 A4253 号
線排水整備工事（小井
戸）

（希）303
（予）290
（落）287

㈱創活

26 単・市道 A0122 号
線路線測量委託（三村）

（希）454
（予）435
（落）426

㈲技研昭和

26 市道 A1173 号線用
地測量委託（若宮二丁
目）

（希）148
（予）141
（落）139

㈱大和設計
石岡営業所

26市道 A3367号線（駅
前・東ノ辻線）補償調
査業務委託（石岡）

（予）150
（落）143 ㈲石岡技研

【入札日】　水道課・1月 23 日
26 石水第 7 号　湯袋
第2増圧場新設工事（小
幡）

（希）3,300
（予）3,168
（落）2,837

中沢機工㈱

【入札日】　水道課・2月 16 日

26石水井第2号井戸改
修工事（柿岡）

（希）334
（予）319
（落）317

中川理水建
設㈱

入札結果は、市ホームページで公開中
　広報いしおか 15日号でお知らせしてきた入札
結果は、市ホームページで公開しています。掲載
箇所は下記の通りです。
くらし・市政> しごと・産業> 市が発注する仕事 

「しごと・産
業」からから
確認できます
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～ 
ひ
び
き
あ
う
・
こ
こ
ろ
が
な
ご
む
・
ま
ち
づ
く
り 

～

　
「
ひ
び
き
」
は
、
石
岡
市
区
長
会
の
活
動
の
様
子
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
向
け
て
発
信
す
る
情
報
紙
で
す
。
今
回
は
、
平
成
26
年
度

後
期
に
、
当
会
が
実
施
し
た
事
業
や
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月
28
・
29
日
、
住
民

と
行
政
が
と
も
に
進
め
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
長
野
県
小
布
施
町
で

視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
小
布
施
町
で
は
、
町
の
職

員
が
出
席
し
「
協
働
と
交
流
の
ま
ち

づ
く
り
」
と
題
し
て
、
住
民
の
皆
さ

ん
、
研
究
機
関
・
大
学
、
地
場
企
業
、

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
区
長
会
事
務
局

・
市
役
所 

総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

・
八
郷
総
合
支
所 

総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
８
）

　

今
年
度
は
、
９
月
30
日
か
ら
10
月

10
日
に
か
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
が
交
流
を
図
る
た
め
、
名
称
を
市

政
懇
談
会
か
ら
市
民
懇
談
会
に
改
め

て
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

７
会
場
で
、
合
計
２
０
０
人
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、
意
見
の

交
換
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

 

行
政
か
ら
の
情
報
を
地
域
へ
！

行
政
か
ら
の
情
報
を
地
域
へ
！

行
政
か
ら
の
情
報
を
地
域
へ
！

　
　

ひ　

び　

き

第
15
号

▲小布施町のよる協働のまちづくりの説明の様子

　

平
成
26
年
11
月
18
日
、
ふ
れ
あ
い

の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館
で
、
区
長
60

人
と
市
長
を
は
じ
め
、
市
執
行
部
が
出

席
し
て
行
政
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、二
地
区
の
統
一
質
問（
石

岡
・
八
郷
地
区
）
と
各
地
区
か
ら
の
要

望
な
ど
９
問
を
提
言
・
要
望
し
ま
し
た
。

※
役
員
が
変
更
に
な
る
場
合
は
『
区

（
町
内
会
）
活
動
の
手
引
き
』
を
次

の
役
員
に
引
き
継
い
で
く
だ
さ
い
。

全
国
自
治
会
連
合
会

　
　

全
国
大
会
に
参
加

茨
城
県
自
治
会
連
合
会

情
報
交
換
会
に
参
加

知
事
と
の
懇
談
会
で

要
望
へ
の
回
答
を
得
ま
し
た

行
政
懇
談
会
に
60
人
が
参
加

市
民
懇
談
会
で

　

活
発
な
意
見
を
交
換

県
外
研
修
視
察
を
実
施

＊
編
集
発
行

　

石
岡
市
区
長
会

　
　
　
　
　

 

広
報
委
員
会     

　

平
成
27
年
１
月
22
日
、
古
河
市
の

「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

は
な
も
も
プ

ラ
ザ
」
で
、
県
自
治
会
連
合
会
主
催

の
情
報
交
換
会
が
県
内
19
市
村
の
区

長
会
役
員
な
ど
１
５
０
人
が
出
席

し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
古
河
の
歴
史
と
ま
ち

づ
く
り
」
と
題
す
る
古
河
市
の
事
例

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

古
河
市
の
歴
史
を
学
び
、
そ
の
歴

史
的
建
造
物
を
生
か
し
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

町
外
企
業
と
の
四
つ
の
協
働
と
、

交
流
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
来
町
者
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
産
業
振
興
や

友
好
市
町
村
と
の
多
彩
な
交
流
な

ど
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り

は
、
長
い
時
間
を
要
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
11
月
20
日
、
筑
西
市
「
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
つ
た
や
」
で
県
自
治
会
連

合
会
加
盟
の
県
内
19
市
村
の
区
長
会

役
員
な
ど
１
０
０
人
が
出
席
し
、
県
知

事
と
懇
談
を
し
ま
し
た
。

　

当
会
か
ら
は
、
県
道
石
岡
筑
西
線
に

お
け
る
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
や
歩
道
の

設
置
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

　

知
事
か
ら
は
「
ト
ン
ネ
ル
本
体
工
事

の
着
工
に
向
け
て
の
整
備
手
法
な
ど

や
、
歩
道
整
備
は
、
市
と
協
議
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
の
回
答
を

得
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
10
月
24
日
、
全
国
自
治

会
連
合
会
の
全
国
大
会
が
静
岡
県
沼

津
市
で
開
催
さ
れ
、
会
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
富
士
山
の
ふ
も
と
に

あ
る
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
宮
司

か
ら
「
富
士
山
と
浅
間
大
社
」
の
講

演
や
「
地
域
の
防
災
力
を
い
か
に
高

め
る
か
」
を
題
材
と
し
て
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
特
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
三
つ
の
団
体
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
防
災
力
向
上
に
向
け
て
の
取
り

組
み
な
ど
の
発
表
が
あ
り
、
防
災
に

対
す
る
意
識
の
向
上
は
、
全
国
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

▲知事との懇談会の様子
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✿
健
診
結
果
説
明
会
（
要
申
込
）

15
日
水
（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

✿
健
康
・
栄
養
相
談
・
結
果
説
明
会

13
日
月
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

✿
健
康
体
操
教
室
（
要
申
込
）

・
何
歳
で
も
で
き
る
体
操
コ
ー
ス

６
・
20
日
月
（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）

７
・
21
日
火
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス

10
・
17
日
金
（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
標
準
コ
ー
ス

６
・
20
日
月
（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

午
後
１
時
〜
３
時

・
ハ
ー
ド
コ
ー
ス

10
・
17
日
金
（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

午
後
１
時
〜
３
時

・
体
力
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

14
・
28
日
火
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

精
神
デ
イ
ケ
ア
（
要
申
込
）

21
日
火
（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）

８
日
水
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
要
申
込
）

13
日
月 （
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）

８
日
水 （
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
電
話
相
談

14
日
火　

☎
４
３
・
６
６
５
５

　
　
　
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時

２
日
木　

ウ
ェ
ル
サ
イ
ト
石
岡

27
日
月　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
八
郷
店

　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　

午
後
１
時
〜
４
時

４月
無料相談・納税・献血
休日・夜間診療・健診など

マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
（
要
申
込
）

20
日
月
（ 

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
正
午

パ
パ
マ
マ
ス
ク
ー
ル
（
要
申
込
）

13
日
月
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

午
前
８
時
45
分
〜
正
午

子
育
て
相
談
室（
０
〜
１
歳
３
か
月
児
）

７
・
14
日
火
（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）

３
日
金　
　
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〈
受
付
〉
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

４
か
月
児
健
診

　
　
　
　
（
平
成
26
年
11
月
生
ま
れ
）

７
日 

火
（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〈
受
付
〉
午
後
１
時
〜
１
時
20
分

１
歳
児
健
康
相
談

　
　
　
　
（
平
成
26
年
４
月
生
ま
れ
）

　

 

14
日
火
（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

 

３
日
金
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〈
受
付
〉  

午
後
１
時
〜
１
時
20
分

１
歳
６
か
月
児
健
診

　
　
　
　
（
平
成
25
年
９
月
生
ま
れ
）

21
日 

火
（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〈
受
付
〉
午
後
１
時
〜
１
時
20
分

２
歳
児
母
子
歯
科
健
診

　
　
　
　
（
平
成
25
年
１
月
生
ま
れ
）

15
日
水
（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）　

〈
受
付
〉
午
後
１
時
〜
１
時
20
分

３
歳
児
健
診

　
　
　
　
（
平
成
24
年
１
月
生
ま
れ
）

22
日
水
（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〈
受
付
〉
午
後
１
時
〜
１
時
20
分

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室
（
要
申
込
）

17
日
金
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〈
受
付
〉
午
後
１
時
20
分
〜
１
時
50
分

※
就
学
前
の
フ
ッ
化
物
塗
布
希
望
者

離
乳
食
講
習
会
（
要
申
込
）

　
（
生
後
４
〜
７
カ
月
児
）

30
日
木
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〈
受
付
〉
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

子
育
て
中
の
皆
さ
ん

こ
こ
ろ
の
健
康

問 問い合わせ
①石岡市役所☎ 23-1111　 
②八郷総合支所☎ 43-1111 
　石岡保健センター ☎ 24-1386
　八郷保健センター ☎ 43-6655八
石

受付時間　
午前９時～11時 30分
午後１時～３時 30分

外科
５・12・19 日
石岡市医師会病院
☎ 22‒4321

26 日
八郷整形外科内科病院 
☎ 46‒1115

29日 
石岡循環器科脳神経外科病院
☎ 58‒5211

内科 ･小児科
５・12・19・26・29日
石岡市医師会病院
☎ 23‒3515

受付時間　午後６時～９時 30分

内科・小児科
４・５・11・12・18・19・25・
26・29 日
石岡市医師会病院　
☎ 23‒3515

※日曜日、祝日の開局薬局（調剤）に
ついては、石岡薬剤師会のホームペー
ジをご確認ください。
　 http://ishiokayakuzai.blog.fc2.com

休日診療
　休日にケガをしてしまったときや急な病気のとき

夜間診療
　休日や土曜日の夜、急な病気

八 石

✿印は生涯現役プラチナ応援事業
の対象事業。65 歳以上の人を対
象に市などが実施する各種事業に
参加しポイントを貯めると市の特
産品などと交換できます。

　

は
石
岡
地
区
対
象
、　  

は
八
郷
地
区
対
象
、

表
示
が
な
い
も
の
は
両
地
区
対
象
で
す
。

石

八

成

　
　人

献

　
　血

ＨＰ
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４
月
の
各
種
相
談

　

２
月
15
日
号
で
は
ス
マ
ホ
の
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
請
求
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
ス
マ
ホ
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
は
パ
ソ
コ
ン
と
同
じ
よ
う

な
利
用
環
境
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

介
し
、
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

な
が
る
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
機
能
の
中
に
は

・
自
分
自
身
の
個
人
情
報

・
お
財
布
機
能

・
プ
リ
ペ
イ
ド
マ
ネ
ー

・
自
分
で
購
入
し
た
動
画
や
音
楽　

な
ど

　

こ
う
し
た
資
産
（
資
源
）
を
搭
載

し
て
い
る
た
め
、
盗
難
や
紛
失
し
た

時
は
大
き
な
損
害
を
受
け
る
ば
か
り

か
、
思
い
も
よ
ら
な
い
事
件
や
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

対
策

・
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
デ
バ
イ
ス
の

ロ
ッ
ク
（
利
用
者
認
証
）
が
効
果
的

・
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
の
Ｐ
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ド

（
利
用
者
本
人
を
認
証
で
き
る
暗
証

番
号
）
に
よ
る
ロ
ッ
ク
も
必
要
（
Ｓ

Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
の
不
正
利
用
対
策
）

・
遠
隔
か
ら
の
強
制
ロ
ッ
ク
や
デ
ー

タ
の
強
制
消
去
サ
ー
ビ
ス
、
位
置
情

報
の
確
認
サ
ー
ビ
ス
（
置
き
忘
れ
・

盗
難
の
確
認
）
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の

機
能
を
持
つ
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
※
の
利
用
も
効
果
的

・
拡
張
メ
モ
リ
ス
ロ
ッ
ト
が
あ
る
場

合
は
、
安
易
な
デ
ー
タ
格
納
は
避
け

る
（
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
な
ど
フ
ラ
ッ
シ
ュ

メ
モ
リ
ー
は
デ
ー
タ
の
完
全
消
去
が

難
し
く
、
電
子
記
憶
媒
体
が
消
し
た

つ
も
り
の
デ
ー
タ
を
復
元
す
る
可
能

性
も
あ
り
）

・
大
事
な
デ
ー
タ
は
、
ス
マ
ホ
と
は

別
の
場
所
（
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
レ
ー

ジ
や
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
て
外
部
記
憶

媒
体
）
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
っ
て

お
く

※
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
…
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
者
の
使
用
目
的
に

合
う
よ
う
に
働
か
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

そ
の
他
、
感
染
対
策
や
情
報
漏
え

い
対
策
に
つ
い
て
も
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
見
直
し
、
安
心
安
全
な
ス
マ

ホ
ラ
イ
フ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

消費生活に関するご相談は　■問い合わせ　 消費生活センター（石岡市役所本館内）　☎ 22-2950　　　
　　　　　　　　　　　　　　相談日　　　 月～金曜日（午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時 30 分）　

身
近
な
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
と
対
策

　生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

あ
な
た
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
大
丈
夫
!?

法
律
相
談
（
要
申
込
・
１
人
30
分
）

７
日
火
（
八
郷
総
合
支
所
）

14
・
21
・
28
日
火
（
石
岡
市
役
所
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
①
秘
書
広
聴
課

心
配
ご
と
相
談

10
・
24
日

　

金
（
ふ
れ
あ
い
の
里
石

岡 

ひ
ま
わ
り
の
館
）

２
・
16
・
30
日

   

木
（
農
村
高
齢
者

セ
ン
タ
ー
）

　

午
後
１
時
〜
３
時

問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

（
要
申
込
）

９
・
16
・
23
日
木
（
石
岡
市
役
所
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

問
①
政
策
企
画
課

休
日
納
税
相
談　

４
・
11
・
18
・
25
日

　

土

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

夜
間
納
税
相
談

１
・
８
・
15
・
22
日
水

　

午
後
５
時
15
分
〜
７
時

問
①
収
納
対
策
課

身
体
障
害
者
（
児
）・
戦
傷
病
者
補

装
具
等
巡
回
相
談

15
日 

水 （
ワ
ー
ク
ヒ
ル
土
浦
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
身
体
障
害
者
（
戦
傷
病
者
）
手
帳

と
認
め
印
を
持
参

問
①
社
会
福
祉
課

教
育
相
談　

月
〜
金　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
・

午
後
１
時
〜
５
時

問
教
育
相
談
室
（
府
中
小
学
校
内
）

☎
２
４
・
５
５
１
９

ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談
（
要
申
込
）

第
３
火
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

問
土
浦
保
健
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
５
１
６

交
通
事
故
相
談　

月
〜
金　

午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後

１
時
〜
４
時
45
分

問
県
南
地
方
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
２
９
・
８
２
３
・
１
１
２
３

す
こ
や
か
妊
娠
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

月
〜
金 　

午
前
10
時
〜 
午
後
６
時

（
祝
日
は
除
く
）

問
公
益
社
団
法
人 

茨
城
県
看
護
協
会

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
１
１
２
４

年
金
相
談
（
要
申
込
）

７
日
火　

問
常
陽
銀
行
石
岡
支
店

☎
２
３
・
１
２
０
２

外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

月
〜
金　

午
前
８
時
30
分
〜 

午
後

５
時

問
茨
城
県
国
際
交
流
協
会

☎
０
２
９
・
２
４
４
・
３
８
１
１

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど

月
〜
金　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
日
㊗　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
茨
城
県
婦
人
相
談
所

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
４
１
６
６

１月の差押件数
預貯金     24 件　
給与    ２件　
不動産 　 ２件　
１月合計    28 件　
26年度累計  245 件　

放射線量  問 ①生活環境課（内線 142）

測定箇所 測定値
（単位マイクログレイ）

石岡市役所 0.065
柏原 0.065
三村 0.067

（２月 15日測定）

４月の納税
固定資産税・都市計画税　第１期
介護保険料　　　　　　　第１期

　　　　納期限　４月 30日（木）
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■ おはようは　ぼくの一日　ヨーイドン　　　　　　　　　　　　　　　潮田　陽
ひなた

向（小幡小）
 ■ すみません　勇気を出して　心のあく手　　　　　　　　　　  渡邉　優

ゆうな

那（関川小）
■ あいさつを　すればひろがる　えがおのわ　　　　　　　　　　　　　石井　菜

な な

楠（南　小）
　　　 ■ 大きな声で　あいさつしたら　笑顔と元気が　ほらそこに　　   山本　 華

はな

　（国府中）
■ 少しはね　気づいてほしい　親の気持ち　　　　　　　　　　　　　　塚田　政枝（一　般）

■ 問い合わせ　生涯学習課　☎ 43-1111（内線 1365）

平成 26 年度「オアシス運動」標語の部 入賞作品

平成 27 年 3 月 15 日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎ 23 ‐ 1111　内線 213　〒 315 ‐ 8640 茨城県石岡市石岡一丁目 1 番地 1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

地　酒

楽しむ
乾杯３月 20 日は地酒で　　しよう！

　石岡の地酒で乾杯する習慣を広
め、地酒の普及促進や市内産業の発
展を目的に制定した「石岡の地酒」
で乾杯を推進する条例。３月 20日
で１周年を迎えます。この日は、家
族や友人など多くの皆さんと「石岡
の地酒」で乾杯をしましょう。

　ここでは、これまでの１年間を振
り返ります。

乾杯条例制定１周年

石
岡
の
地
酒
で

　
　
乾
杯
推
進
協
議
会
が
発
足

　
乾
杯
条
例
を
制
定
し
、
石
岡

の
酒
造
会
社
（
石
岡
酒
造
・
府

中
誉
・
白
菊
酒
造
・
藤
田
酒
造

店
）
を
中
心
に
、
生
産
・
販
売
・

飲
食
・
商
工
団
体
・
行
政
の
関

係
者
で
構
成
さ
れ
た
「
石
岡
の

地
酒
で
乾
杯
推
進
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
1
）

地
酒
で
乾
杯
運
動
を

　
　
　
　
　
　
　
広
め
ま
し
た

　
推
進
協
議
会
で
は
、ポ
ス
タ
ー

や
テ
ー
ブ
ル
ポ
ッ
プ
を
作
成
し

て
、
市
内
の
関
係
施
設
や
地
酒

を
取
り
扱
っ
て
い
る
飲
食
店
な

ど
へ
の
配
布
・
掲
示
依
頼
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
試

飲
ブ
ー
ス
を
設
け
、
多
く
の
来

場
者
に
「
石
岡
の
地
酒
」
の
味

を
堪
能
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
写
真
2 

3
）

　
こ
れ
か
ら
も「
石
岡
の
地
酒
」

を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
い
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
に
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
き
ま
す
。

　石岡市は、筑波山系の清冽な水に恵まれ、関東の灘と称され
る酒どころとしても知られています。古くから醸造業が盛んで、
市内の酒造業の起源は元禄期以前にさかのぼるといわれていま
す。明治末には、県内最大の酒造地になっていきました。

2ゆりの郷でのキャンペーン活動 1同推進協議会の皆さん3常陸國總社宮での節分追
ついなさい

儺祭で行
われた石岡の地酒で乾杯推進条例制
定 1周年を記念した一斉乾杯

■ 問い合わせ　経済部 石岡事務所　
　 ☎ 23-1111（内線 482） 昨年の七夕まつりでの乾杯イベント
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